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内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
0 件
1 件
0 件
0 件

件　数
20 件
33 件

105 件
20 件

件　数
0 件
3 件
0 件
2 件

累計（1 月～）
17 件
2 件
2 件

17 件
累計（1 月～）
5210 件
380 件

1390 件
274 件

累計（1 月～）
11 件
14 件
2 件

29 件

件　数
１７４件
　　２人
２４３人

件　数
　１７件
　３９件
　１１件
　３６件
　２７件
　４４件

11 月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）
０．０６６μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）
０．０６２μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）
０．０５２μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）
０．０３６μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）
０．０４６μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）
０．０６２μ Sv/h

前年比
＋ 8 件
－ 9 人
＋11 人

（平成 25 年 11 月末現在） （平成 25 年 11 月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。
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台
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。
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ら
れ
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。
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。
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あ
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。
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と
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じ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

防
災
課  

（
２
５
）
８
１
３
３
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家の中の安全対策をしておく
　大地震が発生したときには、「家具
は必ず倒れるもの」と考え、家具等の
転倒防止対策をとっておきましょう。

地震が発生したときの、身の
守り方を知っておく
　座布団などで頭を保護し、大きな家
具から離れ、丈夫な机の下などに隠れ
ましょう。また、あわてて外に飛び出
さないようにしましょう。

安否情報の確認方法を家族で
決めておく
　家族がそれぞれ別々の場所にいると
きに、災害が発生したときには、お互
いの安否が確認できるように、日頃か
ら安否確認の方法や集合場所などを家
族で話し合っておきましょう。

ライフラインの停止や避難に
備えておく
　ライフラインが止まっても自力で生
活できるよう、普段から飲料水や非常
食などを備蓄しておきましょう。また、
避難所生活に必要なもの（非常持ち出
し品）をリュックに詰めておき、いつ
でもすぐに持ち出せるように備えてお
きましょう。
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すてきな作品をお待ちしています！
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次回締切　１月 27 日（月）必着（掲載は２月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

みんなで
みんなでつくるみんなのページ

企画広報課　 （25）8114

有  

料  

広  

告

相続の登記なら、司法書士にご相談ください。相続の登記なら、司法書士にご相談ください。
☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

広告募集 広報誌 ■３月号締切　１月 27 日（月）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28㎜× 85㎜） ホームページ ■２月掲載分締切　１月 10 日（金）

■掲載料　１か月 10,000 円


